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新
し
き
伝
統

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
 

O
B
会
発
足
!!

商
業
科

第
一
回
卒
業
生
同
窓
会

　
大
濠
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
1
9
7
0
（
昭

和
45
）
年
の
栄
島
貢
校
長
時
代
に
同
好
会
と
し
て

発
足
。
そ
の
31
年
後
の
2
0
0
1
（
平
成
13
）
年

８
月
25日
に
「
大
濠
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
O
B

会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
私
が
入
学
し
た
1
9
7
0
年
頃
と
い
え
ば
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
は
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
認
識
が
あ
ま

り
な
く
、
「
近
所
の
子
供
が
玄
関
前
の
路
上
で
す

る
も
の
」
「
女
の
子
の
羽
根
つ
き
」
と
い
っ
た
く

ら
い
の
も
の
で
し
た
。
入
学
し
た
年
、
出
身
中
学

校
が
同
じ
で
共
に
軟
式
庭
球
部
だ
っ
た
友
人
と
「
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
を
つ
く
る
ぞ
」
と
い
う
話
し
に
「
よ

し
つ
く
ろ
う
！
」
と
い
う
こ
と
で
仲
間
を
集
め
、

ど
う
に
か
同
好
会
と
し
て
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
練

習
場
所
は
南
側
校
舎
と
駐
輪
場
の
間
の
通
路
で
し

た
。
初
代
顧
問
は
添
田
早
人
先
生
。
毎
日
が
楽
し

く
そ
ん
な
環
境
の
中
で
も
精
一
杯
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
月
日
が
経
ち
1
9
8
9
（
平
成
元
）

年
、
栃
木
県
で
全
国
高
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
福
岡
県
か
ら
の

派
遣
審
判
員
と
し
て
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
九
州
地

区
か
ら
の
参
加
校
が
熊
本
・
沖
縄
・
福
岡
の
３
校
。

し
か
も
福
岡
代
表
が
大
濠
高
校
。
監
督
が
私
が
高

校
時
代
机
を
並
べ
た
同
級
生
の
田
中
正
二
郎
君
（
現

教
諭
）
。
こ
れ
に
は
驚
き
ま
し
た
。
選
手
は
中
村

真
吾
君
（
37
回
卒
）
と
中
尾
正
邦
君
（
38
回
卒
）
。

ダ
ブ
ル
ス
で
１
回
戦
地
元
栃
木
の
作
新
学
院
に
フ

ル
セ
ッ
ト
の
す
え
に
勝
ち
、
ベ
ス
ト
16
。
私
た
ち

が
つ
く
っ
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会
が
こ
こ
ま
で

大
き
く
成
長
し
て
い
て
く
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ

れ
を
温
か
く
ず
っ
と
見
守
っ
て
育
て
て
く
れ
た
先

生
が
私
と
同
ク
ラ
ス
の
田
中
正
二
郎
君
で
あ
っ
た

こ
の
め
ぐ
り
合
わ
せ
に
感
激
と
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
そ
し
て
い
ま
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
O
B
が

1
0
0
人
を
越
え
る
と
こ
ろ
ま
で
大
き
く
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
発
足
し
た
O
B
会
は
そ
の
目
的
を
、

ま
ず
「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
と
現
役
部
員
へ
の
支
援
」

と
し
、
加
え
て
O
B
達
の
懇
親
会
・
O
B
戦
な
ど

と
い
っ
た
生
涯
を
通
し
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
仲
間
の

集
い
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
現
在
決
ま
っ
て
い
る
役
員
を
紹
介
し
ま
す
。

会
　
　
長
：
：
：
：
：
藤
本
俊
史
（
20
回
卒)

副
会
長
：
：
：
：
：
金
川
英
明
（
22
回
卒)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村
大
介
（
38
回
卒)

総
括
幹
事
：
：
：
：
：
四
方
　
学
（
35
回
卒)

総
　
　
務
：
：
：
：
：
井
上
真
輔
（
27
回
卒)

事
　
　
業
：
：
：
：
：
松
田
哲
治
（
35
回
卒)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
峰
　
浩
志
（
46
回
卒)

広
　
　
報
：
：
：
：
：
沖
宗
良
一
（
27
回
卒)

会
　
　
計
：
：
：
：
：
竹
井
洋
志
（
36
回
卒)

会
計
監
査
：
：
：
：
：
渡
辺
俊
明
（
20
回
卒)

の
10
人
で
す
。

　
以
上
の
執
行
部
を
中
心
と
し
た
O
B
会
は
、
現

役
部
員
の
活
躍
を
気
持
ち
良
く
応
援
し
、
と
も
に

喜
び
あ
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
活
躍
も
全
国
高
校

選
抜
出
場
・
み
や
ぎ
国
体
出
場
な
ど
と
目
覚
ま
し

い
活
躍
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
顧
問
の
北

島
義
浩
先
生
を
中
心
と
し
て
一
致
団
結
し
た
、
そ

し
て
力
強
い
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
益
々
の
発
展
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
O
B

会
発
足
の
ご
報
告
を
こ
こ
に
致
し
ま
す
。

(

第
20
回
卒
　
藤
本
俊
史)

　
商
業
科
の
第
一
回
卒
業
生
同
窓
会
が
平
成
13年

1 
0
月
19
日
福
岡
サ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
商
業
科
の
同
窓
会
は
こ
れ
で
15
回
目
に
な
り
ま

す
。
最
初
は
数
名
の
有
志
で
苦
労
し
て
始
め
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
の
過
去
最
高
の
集
ま
り
は
33
名

で
し
た
。

　
今
回
は
22名
の
出
席
で
し
た
。
福
岡
県
以
外
で

東
京
、
奈
良
、
大
分
の
遠
隔
地
か
ら
の
出
席
が
あ

り
ま
し
た
。

　
第
一
回
の
商
業
科
の
卒
業
生
は
1
0
0
名
で
、

既
に
13
名
が
死
亡
、
ま
た
、
住
所
が
不
明
の
人
が

18
名
、
残
る
69
名
の
内
、
22
名
の
出
席
は
如
何
に

団
結
が
強
い
か
を
表
し
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
初
め
て
高
等
学
校
よ
り
青
木
重
夫
校
長

先
生
に
出
席
頂
き
、
学
校
の
現
状
な
ど
の
ご
説
明

を
受
け
、
現
在
の
学
校
が
立
派
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
喜
び
ま
し
た
。
次
い
で
当
時
英
語
の
先
生
で

あ
っ
た
石
飛
賢
三
先
生
に
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

「
今
は
大
濠
高
等
学
校
は
立
派
な
学
校
に
な
っ
た

が
、
当
時
は
『
わ
る
そ
う
』
の
集
ま
り
だ
っ
た
。

し
か
し
現
在
の
世
相
か
ら
見
る
と
教
育
の
原
点
だ

っ
た
よ
う
に
思
う
し
、
皆
の
今
の
元
気
な
顔
を
見

て
感
無
量
で
あ
る
」
と
の
話
で
大
い
に
沸
き

ま
し
た
。

　
懇
親
会
は
、
和
気
あ
い
あ
い
に
進
み
、
思
い
出

話
は
尽
き
ず
時
間
を
忘
れ
て
友
好
を
暖
め
、
盛
会

の
内
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
　
 
 
（
幹
 
 
事
、
隅
田
　
博
、
辻
野
重

夫) 
 
 
 
（
次
回
幹
事
、
成
田
清
美
、
江
藤
裕

の
、
能
動
的
、
積
極
的
、
具
体
的
な
関
与
、
貢
献

が
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
気
付
い
た
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
考
え
た
の
が
、
先

般
皆
様
に
ご
協
力
願
っ
た
『
特
別
会
員
募
集
』
の

活
動
で
す
。
そ
の
実
績
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
拡
大

し
、
上
記
の
『
文
武
両
道
』
と
い
う
観
点
に
則
り
、

新
た
に
『
フ
ァ
ン
ド
（
基
金
）
作
り
』
の
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
即
ち
、
『
文
』
の
フ
ァ

ン
ド
と
、
『
武
』
の
フ
ァ
ン
ド
、
『
文
武
』
の
フ

ァ
ン
ド
の
３
つ
の
フ
ァ
ン
ド
作
り
を
し
よ
う
と
い

う
提
案
で
ご
ざ
い
ま
す
。
『
文
』
は
教
育
、
特
に

大
学
進
学
率
、
教
育
レ
ベ
ル
を
よ
り
上
質
に
す
る

た
め
、
『
武
』
は
ク
ラ
ブ
活
動
の
維
持
、
活
性
化

の
支
援
に
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
一
定
額
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
（
年
会
費

制
）
、
皆
様
の
浄
財
に
よ
る
母
校
支
援
の
膨
大
な

基
金
作
り
を
目
標
と
い
た
し
ま
す
。

　
本
来
な
ら
ば
、
賛
否
を
う
か
が
い
ま
し
て
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
が
、
「
善
は
急
げ
」

を
旨
と
し
て
、
早
速
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
し
た
次

第
で
す
。
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
甚

の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
具
体
的
な
運
用
に
つ
き

ま
し
て
は
、
私
ど
も
執
行
部
を
ご
信
頼
い
た
だ
き

ま
し
て
、
ご
一
任
願
い
ま
す
。
O
B
諸
氏
は
、
各

自
色
々
な
形
で
『
大
濠
』
と
い
う
宿
命
を
も
つ
同

志
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
忌
憚
な
く
思
い
の
ま
ま

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
ど
も
執
行

部
は
、
今
後
も
大
濠
同
窓
会
の
伝
統
を
守
り
な
が

ら
、
具
体
性
の
あ
る
活
動
の
活
性
化
、
発
展
を
期

し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、

ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
な
お
、
具
体
的
に
は
次
の
口
座
を
開
設
い
た
し

ま
す
。
ど
の
フ
ァ
ン
ド
に
ご
参
加
い
た
だ
く
か
に

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
お
考
え
に
全
て
を
一
任

い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
賛
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
【
賛
助
金
】

『
文
』
・
『
武
』
…
…
…
…
…
各
一
口
　
１
万
円

『
文
武
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
口
　
２
万
円

　
　
　
西
日
本
銀
行
　
六
本
松
支
店
　

　
　
　
　
　
　
　
　
普
通
　
1
2
0
8
2
6
7

福
岡
大
学
附
属
大
濠
高
等
学
校
同
窓
会

　
　
　
郵
便
振
込
　

　
　
　
　
　
0
1
7
5
0
│
7
│
3
1
2
3
8

福
岡
大
学
附
属
大
濠
高
等
学
校
同
窓
会

◎
　
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
財
政
支
援
と
強
化
の
応
援

　
　
│
体
育
部
、
文
化
部
│

◎
　
優
秀
生
徒
へ
の
奨
学
金

◎
　
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援

　
同
窓
会
活
動
の
活
性
化
と
母
校
の
更
な
る
発
展

と
飛
躍
の
た
め
皆
様
の
熱
烈
な
応
援
、
ご
支
援
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
13
年
３
月
末
現
在
　
会
員
数
　
2
0
1
名

募
金
　
1
、
8
9
1
、
9
2
7
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
13
年
３
月
末)

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

福
岡
大
学
大
濠
高
等
学
校
同
窓
会

会
 
 
 
長
　
安
藤
　
文
六

担
当
副
会
長
　
山
下
　
矩
生

担
当
理
事
　
石
津
　
鉄
郎

◎
　
年
に
一
度
会
計
報
告
と
交
流
の
た
め
の
「
名

　
　
刺
交
換
会
」
を
開
き
会
員
相
互
の
親
善
と
情

　
　
報
交
換
の
場
を
設
け
ま
す
。

◎
　
適
時
「
ニ
ュ
ー
ス
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
│
常
に
最
新
の
情
報
を
！

　
※
第
一
回
交
流
会
を
10
月
26
日
（
金
）
西
日
本

新
聞
会
館
国
際
ホ
ー
ル
に
て
開
催
。

多
数
の
参
加
者
で
好
評
で
し
た
。

大
濠
高
校
同
窓
会
「
特
別
会
員
」
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
加
入
の
お
願
い

「
特
別
会
員
」
交
流
会
開
催

「
特
別
会
員
」
第
一
回
ご
報
告

〜
目
的
〜

バドミントン部バドミントン部OBOB会バドミントン部OB会

田中正二郎先生を囲んで田中正二郎先生を囲んで田中正二郎先生を囲んで

大濠高校　商業科　第1回　卒業生　

平成13年10月19日　於　福岡サンパレス

昭和29年卒業の先輩方

「大濠」を大いに語る


